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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei

第 2016号 2014年 6月 25日

　
今
回
、
復
興

特
別
法
人
税
が

廃
止
と
な
っ

た
。
復
興
は
ま

だ
こ
れ
か
ら
。

足
り
な
い
分
の

負
担
に
つ
い
て
結
論
の
出
な

い
う
ち
に
、
大
企
業
に
は
い

い
顔
を
す
る
。
こ
ん
な
こ
と

で
財
政
健
全
化
が
で
き
る
と

は
思
え
な
い
▼
消
費
税
は
来

年
　
月
に
は
　
％
に
引
き
上

10

10

げ
ら
れ
る
。
自
分
が
子
ど
も

の
こ
ろ
、「
日
本
は
累
進
課

税
方
式
を
と
っ
て
い
る
」
と

授
業
で
習
っ
た
よ
う
に
思

う
。
そ
れ
を
先
生
が
誇
ら
し

げ
に
話
し
て
い
た
こ
と
が
印

象
的
だ
っ
た
▼
最
高
税
率
は

ど
ん
ど
ん
と
下
が
り
、
広
く

薄
く
と
言
い
な
が
ら
、
低
所

得
者
か
ら
税
金
を
む
し
り
取

る
。
金
持
ち
は
よ
り
金
持
ち

に
、
貧
乏
人
は
よ
り
貧
乏
人

に
。
こ
ん
な
や
り
方
に
、
税

務
職
員
と
し
て
や
り
切
れ
な

い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
だ
▼
余

裕
の
あ
る
人
が
相
応
の
負
担

を
負
う
こ
と
が
、
正
し
い
国

家
の
あ
り
方
だ
と
思
う
。

〈
出
題
〉
九
段
　
石
榑
郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉ダ
メ
ヅ
マ
リ
に
し

て
仕
留
め
ま
す
。

（
7
分
で
二
、
三
段
以
上
）

協
議
会
　
通
則
法
改
正
に
と

も
な
っ
て
、
調
査
事
案
の
処

理
に
日
数
、
期
間
が
長
く
か

か
る
。
今
年
の
場
合
確
定
申

告
に
も
影
響
し
た
。
５
点
に

つ
い
て
改
善
を
要
求
す
る
。

①
1
件
あ
た
り
の
日
数
を
十

分
に
取
る
こ
と
②
作
成
書
類

を
簡
素
化
す
る
こ
と
③
決
裁

な
ど
の
管
理
職
の
事
務
を
簡

素
化
す
る
こ
と
④
手
続
き
遵

守
の
た
め
十
分
な
研
修
を
す

る
こ
と
⑤
審
理
担
当
者
を
増

員
す
る
こ
と
。

当
局
　
①
計
画
策
定
に
あ

た
っ
て
は
実
情
に
即
し
た
弾

力
的
運
営
を
指
示
し
て
い
る

②
書
類
の
簡
素
化
を
図
っ
て

き
た
③
負
担
軽
減
の
た
め
、

署
長
等
が
見
直
し
て
い
る
④

自
己
研
修
や
新
た
な
従
事
者

に
対
す
る
研
修
を
行
っ
た
⑤

審
理
担
当
者
の
増
員
を
図
っ

た
、
来
年
も
増
員
を
図
り
た

い
。

協
議
会
　
通
則
法
改
正
に
伴

い
、
事
務
量
増
加
に
見
合
っ

た
調
査
日
数
を
確
保
す
る
こ

と
。
新
人
に
つ
い
て
は
育
成

を
重
点
に
し
、
調
査
件
数
の

し
ば
り
を
な
く
す
こ
と
。

当
局
　
昨
年
は
実
調
率
が
下

が
っ
た
が
、
習
熟
し
て
く

る
。
新
人
に
つ
い
て
は
研
修

や
実
地
指
導
で
カ
バ
ー
し
て

い
る
。

協
議
会
　
争
点
整
理
表
等
研

修
不
足
だ
。
５
月
に
多
額
の

不
正
が
出
れ
ば
バ
ン
ザ
イ
だ

が
、
単
純
に
こ
う
す
れ
ば
い

い
と
は
な
ら
な
い
。
新
人
の

指
導
を
し
て
い
る
が
教
科
書

を
下
さ
い
と
言
わ
れ
る
。　１０

件
面
倒
を
見
た
が
、
新
人
と

ベ
テ
ラ
ン
と
も
に
負
担
に

な
っ
て
い
る
。

当
局
　
我
々
と
現
場
の
認
識

が
違
う
と
言
う
な
ら
、
現
実

を
数
字
か
ら
見
て
み
た
い
。

研
修
方
法
に
つ
い
て
は
考
え

て
い
き
た
い
。

手
当
の
全
額
支
給
は
当
然

だ
。

当
局
　
旅
費
法
の
改
正
を
要

す
る
問
題
だ
が
、
全
額
支
給

さ
れ
る
よ
う
改
善
を
要
望
し

た
。

宿
舎
問
題

協
議
会
　
平
成
　
年
4
月
か

26

ら
実
施
し
て
い
る
宿
舎
使
用

料
の
値
上
げ
を
や
め
る
こ

と
。
あ
わ
せ
て
、
必
要
な
宿

舎
を
必
要
な
場
所
に
確
保
す

る
こ
と
。

当
局
　
宿
舎
使
用
料
の
引
き

上
げ
に
つ
い
て
は
、
意
見
を

言
う
立
場
に
な
い
。
当
庁
で

必
要
な
宿
舎
は
確
保
し
て
い

る
。

第4回
長 官
団 交

　調査・管理運営部門の

　
５
月
　
日
全
国
税
・
沖
縄
全
税
支
部
協
議
会
は
、
稲
垣
長
官
と
４
回
目
の
交
渉
を
実
施

23

し
ま
し
た
。
前
号
に
引
き
続
き
、
交
渉
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

　
調
査
件
数
の
削
減
を（
協
議
会
）

　
　
　
職
場
の
実
態
を
見
て
い
く（
当
局
）

 新
人
一
律
配
置
は
や
め
よ（
協
議
会
）

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
有
意
義（
当
局
）

協
議
会
　
4
月
か
ら
6
月
に

か
け
て
管
理
運
営
部
門
の
最

繁
忙
期
で
あ
る
。
挙
署
一
体

体
制
を
と
る
こ
と
。

　
最
低
、
相
談
業
務
、
申
告

書
作
成
は
課
税
部
門
と
す
る

こ
と
。
さ
ら
に
、
①
国
専
1

年
目
職
員
全
員
配
属
の
見
直

し
②
管
理
運
営
部
門
職
員
の

増
員
③
相
談
業
務
の
切
り
離

し
④
研
修
の
充
実
を
実
現
す

る
こ
と
。

当
局
　
限
ら
れ
た
人
員
の

中
、
全
体
と
し
て
適
切
に
運

営
さ
れ
て
い
る
。
賦
課
部
門

と
連
携
協
調
が
図
ら
れ
て
い

る
と
理
解
し
て
い
る
。

　
①
国
税
専
門
官
全
員
配
置

は
、
納
税
者
対
応
、
署
の
事

務
全
般
を
覚
え
る
う
え
で
有

用
で
あ
る
。
②
職
員
の
増
員

は
全
体
査
定
計
画
か
ら
行
っ

て
い
る
③
事
務
の
効
率
化
か

ら
管
理
運
営
で
行
う
。
充
分

な
意
思
疎
通
が
行
わ
れ
る
よ

う
配
慮
し
た
い
④
基
本
的
な

知
識
は
必
要
、
研
修
時
間
を

確
保
す
る
よ
う
配
慮
し
て
い

る
。

協
議
会
　
　
事
務
年
度
で

26

は
、
管
理
運
営
部
門
の
定
員

は
維
持
さ
れ
る
の
か
。
減
ら

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
な
。

当
局
　
導
入
時
は
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
が
あ
っ
た
。
当
時
よ

り
事
務
負
担
は
軽
減
さ
れ
て

い
る
。

協
議
会
　
専
科
　
期
か
ら
一

38

律
配
置
が
始
ま
っ
た
が
3
か

月
サ
イ
ク
ル
で
仕
事
が
変
わ

る
。
大
阪
で
は
専
科
　
期
が

39

　
数
名
の
職
場
に
3
名
配
置

20さ
れ
職
員
は
自
分
の
仕
事
を

し
な
が
ら
教
え
る
の
が
大
変

だ
っ
た
。　
期
か
ら
各
署
に

41

分
散
さ
れ
た
が
、
プ
ロ
パ
ー

育
成
の
点
か
ら
一
切
配
置
す

る
な
と
は
言
っ
て
い
な
い
。

一
律
配
置
は
見
直
す
べ
き
だ

と
言
っ
て
い
る
。

当
局
　
見
直
す
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
が
、
配
置
人
員
に

つ
い
て
は
局
に
指
示
し
て
い

き
た
い
。
指
摘
を
受
け
長
官

特
命
で
専
科
生
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
監
督
評
価
官

室
が
ま
と
め
た
。
結
果
は
有

意
義
だ
っ
た
が
多
か
っ
た
。

協
議
会
　
受
け
る
側
の
ア
ン

ケ
ー
ト
だ
け
で
判
断
さ
れ
た

ら
た
ま
ら
な
い
。
指
導
側
の

ア
ン
ケ
ー
ト
も
必
要
で
は
な

い
か
。

 給
与
制
度
見
直
し
に
反
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
協
議
会
）

  特
殊
性
は
要
望
し
て
い
る（
当
局
）

給
与
制
度
問
題

協
議
会
　「
給
与
の
総
合
的

見
直
し
」
を
行
わ
な
い
よ
う

関
係
機
関
へ
働
き
か
け
る
こ

と
。

当
局
　
閣
議
決
定
さ
れ
て
お

り
、
見
直
し
に
意
見
を
言
え

な
い
が
、
職
員
の
処
遇
に
直

結
す
る
重
要
な
課
題
と
考
え

て
お
り
、
検
討
に
当
た
っ
て

は
当
庁
固
有
の
事
情
や
人
事

管
理
の
実
情
を
考
慮
し
た

う
え
で
、
処
遇
水
準
の
維
持

改
善
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
人

事
院
に
要
望
し
た
。

協
議
会
　
地
域
間
格
差
の
拡

大
、
中
高
年
層
職
員
の
賃
金

引
き
下
げ
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
同
じ
仕
事
を
し
て
い
て
給

与
が
違
う
、
中
高
年
層
は
退

職
金
の
切
り
下
げ
も
あ
る
、

こ
れ
で
は
職
員
の
士
気
は
下

が
る
一
方
だ
。

　
賃
金
引
下
げ
は
し
な
い
よ

う
、
働
き
か
け
て
も
ら
い
た

い
。

当
局
　
政
府
全
体
の
問
題
だ

が
、
全
国
5
2
4
署
に
散
在

す
る
当
庁
の
特
殊
性
に
つ
い

て
は
、
人
事
院
に
要
望
し

た
。

諸
手
当

協
議
会
　
諸
手
当
の
改
善
を

図
っ
て
も
ら
い
た
い
。
と
り

わ
け
、
新
幹
線
通
勤
な
ど
通

勤
手
当
に
つ
い
て
改
善
し
、

完
全
支
給
と
す
る
こ
と
。

公
務
の
要
請
で
遠
距
離
通
勤

さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら

　
非
常
勤
職
員
の
賃
金
・
処
遇
改
善
を（
協
議
会
）

　
　
休
暇
制
度
改
善
は
要
望
し
て
い
る（
当
局
）

協
議
会
　
雇
用
の
更
新
に
当

た
っ
て
は
、
継
続
勤
務
希
望

者
全
員
の
希
望
を
優
先
し
、

恣
意
的
な
雇
い
止
め
を
行
わ

な
い
こ
と
。
今
年
も
い
く
つ

か
の
署
で
、
雇
止
め
を
企
図

し
た
動
き
が
あ
っ
た
よ
う

だ
。
長
年
勤
め
て
い
る
非
常

勤
職
員
は
戦
力
だ
。

当
局
　
非
常
勤
職
員
も
成
績

主
義
に
よ
る
能
力
の
実
証
が

求
め
ら
れ
る
が
、
面
接
に

よ
っ
て
出
来
る
。
当
然
に
採

用
さ
れ
る
と
い
う
期
待
を
持

た
せ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

の
が
人
事
院
の
指
針
だ
。

協
議
会
　
税
務
１
‐
７
を
基

礎
と
し
た
時
給
単
価
に
改
善

す
る
こ
と
。

　
長
官
は
人
事
院
に
処
遇
改

善
を
要
望
さ
れ
て
い
る
が
、

行
　
で
は
な
く
一
歩
踏
み
込

(一)
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　
現
場
で
は
本
来
の
補
助
的

業
務
で
あ
れ
ば
必
要
の
な
い

納
税
者
対
応
の
た
め
に
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
求
め
ら
れ
、
申

告
書
作
成
指
導
・
納
税
証
明

発
行
も
や
っ
て
い
る
。

当
局
　
窓
口
で
納
税
者
と
接

触
し
て
い
て
も
、
調
査
・
徴

収
で
は
な
い
。
Ｐ
Ｃ
コ
ー

ナ
ー
の
指
導
と
同
じ
で
は
な

い
の
か
。

協
議
会
　
窓
口
は
簡
単
で
は

な
い
、
経
験
が
必
要
だ
。
交

換
手
の
い
な
い
職
場
で
は
、

電
話
交
換
も
や
っ
て
い
る
。

長
官
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
優

秀
な
人
た
ち
だ
。

当
局
　
実
態
と
言
わ
れ
れ
ば

そ
う
な
の
か
も
知
れ
な
い

が
、
私
の
認
識
と
は
違
う
。

話
は
う
け
た
ま
わ
る
。

協
議
会
　
休
暇
制
度
に
つ
い

て
、
常
勤
職
員
と
同
等
の
制

度
と
す
る
こ
と
。
当
面
、
無

給
と
さ
れ
て
い
る
忌
引
き
休

暇
を
有
給
と
す
る
こ
と
や
、

年
次
休
暇
や
忌
引
・
病
気
休

暇
等
の
取
得
要
件
を
緩
和
す

る
こ
と
。

　
ま
た
、
夏
季
休
暇
、
結
婚

休
暇
等
の
制
度
化
を
図
る
こ

と
。

当
局
　
法
令
の
定
め
が
あ
り

変
更
は
出
来
な
い
が
、
職
務

に
必
要
な
人
た
ち
と
認
識
し

て
お
り
、
要
望
し
て
行
き
た

い
。

　　　　　事務運営にゆとりを！

宛
姐

鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵

　
川
嶋
人
事
課
長

　
朴
木
書
記
次
長

長官団交で発言する阿部代表委員ら



(　2　)

　全国税労働組合「第72回定期大会」を次
のとおり開催しますので、規約23条によ

り告示します。

記

　【日　時】　2014年8月23日（土）〜24日（日）
　【会　場】　ホテル機山館（きざんかん）
　　　　　　東京都文京区本郷4－37－20
　TEL 03（3812）1211　FAX  03（3816）1218

　【主な議題】
　　①　2013年度一般経過報告など
　　②　2013年度決算報告
　　③　2014年度運動方針（案）
　　④　2014年度財政方針（案）
　　⑤　2014年度税研運動方針（案）
　　⑥　役員・中央委員の選出
　　⑦　その他
　　
全国税労働組合中央執行委員長　阿部　富次
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鞍
杏

庵
庵
庵
庵
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庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

鞍
杏

庵
庵
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庵
庵
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庵
庵
庵
庵
庵

鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵
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復
興
特
別
所
得
税
の
是

正
事
務
が
膨
大
で
確
申
期

後
の
事
後
処
理
が
半
端
で

な
い
▼
税
額
百
円
以
上
の

誤
り
に
つ
い
て
全
て
直
せ

と
の
号
令
で
現
場
は
て
ん

て
こ
舞
い
だ
。
百
円
を
是

正
す
る
の
に
人
件
費
を
別

に
封
筒
代
1
8
4
円
（
案

内
文
送
付
と
修
正
送
付

用
）、
電
話
代
　
円
（
２
回

18

架
電
）
計
2
0
2
円
と
費

用
対
効
果
を
考
え
た
ら
疑

問
が
残
る
が
間
違
い
は
間

違
い
と
し
て
直
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
▼
納
税
者
か

ら
も「
　
年
と
い
え
ば
、
死

25

ぬ
ま
で
と
ら
れ
る
の
か
」

と
の
質
問
に
、
ま
さ
か「
そ

う
で
す
」
と
い
う
わ
け
に

も
い
か
ず
、「
　
年
後
は
私

25

も
職
場
に
は
い
ま
せ
ん
。

多
分
こ
の
世
に
も
い
な

い
」
と
心
の
中
で
つ
ぶ
や

く
し
か
な
い
▼
震
災
復
興

の
目
的
は
よ
く
わ
か
る
し

現
場
と
し
て
税
法
に
則
っ

て
や
る
の
は
当
然
だ
。
し

か
し
、
マ
ス
コ
ミ
で
の
話

題
は
震
災
は
過
去
の
よ
う

な
雰
囲
気
で
あ
る
。

新
人
１
２
５
名
　
管
運
に

一
律
配
置
！

【
関
信
・
埼
玉
県
支
部
】

　
６
月
　
日
に
専
科
　
期

１８

４４

生
１
２
５
名
が
研
修
を
終

了
し
、
各
署
に
着
任
し
ま

す
。
例
年
に
な
く
大
量
の

専
科
生
が
各
署
に
配
置
さ

れ
る
た
め
、
小
規
模
署
に

も
着
任
す
る
よ
う
で
す
。

　
専
科
生
に
は
罪
が
あ
り

ま
せ
ん
が
、
受
け
入
れ
る

管
理
運
営
部
門
は
指
導
を

ど
う
す
る
か
で
、
す
で
に

戦
々
恐
々
。
一
律
配
置
で

は
、
２
年
目
以
降
の
賦
課
・

徴
収
事
務
の
役
に
立
た
な

い
と
の
声
や
、
最
初
か
ら

背
番
号
を
付
け
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ

の
一
環
と
し
て
配
置
す
べ

き
だ
と
の
声
も
聞
こ
え
ま

す
。
そ
れ
で
な
く
と
も
、

７
月
の
定
期
異
動
で
新
メ

ン
バ
ー
に
な
り
、
新
し
い

自
分
の
仕
事
を
こ
な
す
だ

け
で
精
一
杯
。
ち
ゃ
ん
と

指
導
も
出
来
ず
双
方
に

と
っ
て
も
不
幸
で
す
。

〈
解
答
〉黒
1
が
白
を
ダ
メ
ヅ

マ
リ
に
す
る
好
手
。
白
2
に

黒
3
、
5
で
白
死
で
す
。
黒

1
で
す
ぐ
に
3
は
白
4
黒
5

白
1
で
失
敗
。
黒
1
で
5
も

白
1
で
失
敗
で
す
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給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し

全
国
税
　
公
務
員
賃
金
を
引

き
上
げ
消
費
拡
大
・
景
気
回

復
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
。

反
対
に
、
賃
金
引
下
げ
と
な

る
「
給
与
制
度
の
総
合
的
見

直
し
」
は
中
止
す
る
こ
と
。

人
事
院
　「
給
与
制
度
の
総

合
的
見
直
し
」に
つ
い
て
は
、

職
員
団
体
・
関
係
者
と
意
見

を
詰
め
て
い
く
。
地
域
間
格

差
は
新
た
に
検
討
す
る
。

全
国
税
　
現
在
で
も
東
京
都

足
立
区
と
道
路
１
本
隔
て
た

川
口
市
で
　
％
の
差
が
あ

12

る
。
埼
玉
県
か
ら
　
区
内
に
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通
勤
し
て
い
る
職
員
は
多
数

い
る
。
納
得
で
き
な
い
。

人
事
院
　
現
在
の
地
域
手
当

は
導
入
か
ら
８
年
た
っ
た
の

で
見
直
し
の
時
期
。
支
給
要

件
を
勤
務
地
と
し
て
い
る
こ

と
は
妥
当
だ
と
考
え
る
。

全
国
税
　
地
方
か
ら
大
ブ
ー

イ
ン
グ
が
起
き
て
い
る
。
考

慮
し
て
ほ
し
い
。

中
高
年
層
賃
下
げ
や
め
よ

全
国
税
　
中
高
年
層
の
職
員

数
は
ピ
ー
ク
状
態
で
あ
り
、

５
年
前
ま
で
は
定
年
退
職
時

に
ポ
ス
ト
に
就
い
て
い
た
職

員
は
９
割
台
で
あ
っ
た
が
、

年
々
率
が
低
下
し
、
現
在
は

３
分
の
２
ま
で
に
減
少
し
て

い
る
。
ほ
と
ん
ど
が
５
級
の

最
高
号
俸
に
達
し
て
お
り
、

昇
給
の
見
込
み
は
な
い
。
そ

の
上
、
賃
金
が
減
ら
さ
れ
る

と
中
高
年
層
の
士
気
が
一
層

低
下
す
る
。

人
事
院
　
民
間
を
見
る
と
、

全
体
と
し
て
の
バ
ラ
ン
ス
は

取
れ
て
い
る
が
、　
歳
代
後

50

半
に
差
が
あ
り
、
限
界
を
超

え
て
い
る
の
で
検
討
す
る
。

通
勤
費
の
持
出
し
解
消
を

全
国
税
　
住
居
手
当
な
ど
諸

手
当
を
改
善
す
る
こ
と
。
特

に
、
通
勤
手
当
は
高
崎
か
ら

長
野
に
２
年
間
通
勤
し
た
職

員
の
場
合
、
1
0
6
万
円
の

持
ち
出
し
の
例
が
あ
る
。
職

員
に
自
己
負
担
を
強
い
る
こ

と
の
な
い
よ
う
改
善
す
る
こ

と
。、
ま
た
、
地
域
手
当
は

「
異
動
保
障
」を
３
年
と
す
る

よ
う
改
善
す
る
こ
と
。

人
事
院
　「
住
居
手
当
」「
通

勤
手
当
」「
地
域
手
当
」
強

い
要
望
が
あ
る
こ
と
を
承
っ

て
お
く
。
通
勤
手
当
に
つ
い

て
は
実
感
し
て
い
る
。
地
域

手
当
に
つ
い
て
は
、
全
体
の

枠
の
中
で
増
や
す
と
こ
ろ
は

増
や
し
、
減
ら
す
と
こ
ろ
は

減
ら
す
。
つ
ま
り
大
都
市
部

な
ど
は
増
や
し
最
低
賃
金
の

低
い
地
域
は
減
じ
て
い
く
。

異
動
保
障
に
つ
い
て
は
あ
り

　
６
月
　
日
国
税
庁
は
、
組

17

合
・
職
員
に
「
今
後
の
再
任

用
に
つ
い
て
」
を
伝
達
し
ま

し
た
。

　
内
容
は
、
平
成
　
年
度
以
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降
、
上
席
と
し
て
再
任
用
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。

全
国
税
、人
事
院
交
渉
を
行
う

方
を
検
討
し
て
い
く
。

再
任
用
者
の
給
与
引
上
げ
を

全
国
税
　
雇
用
と
年
金
の
接

続
を
確
実
に
す
る
た
め
、
定

年
年
齢
を
　
歳
と
す
る
こ

65

と
。
ま
た
再
任
用
職
員
の
給

与
引
上
げ
・
処
遇
改
善
を
図

る
こ
と
。

　
今
年
か
ら
定
年
後
の
年
金

無
支
給
期
間
が
生
じ
、
今
後

拡
大
し
て
い
く
。
年
金
を
受

給
し
な
が
ら
再
任
用
と
い
う

こ
れ
ま
で
の
状
況
は
大
き
く

変
わ
っ
た
。
再
任
用
者
の
貸

金
を
大
幅
に
引
き
上
げ
て
も

ら
い
た
い
。

人
事
院
　「
定
年
　
歳
」に
つ

65

い
て
は
、
現
在
の
再
任
用
は

当
面
や
む
を
得
な
い
が
、
人

事
院
の
基
本
的
な
考
え
方
は

段
階
的
　
歳
定
年
導
入
で
あ

65

る
。
再
任
用
者
の
賃
金
に
つ

い
て
は
民
間
実
態
調
査
を
踏

ま
え
、
年
金
支
給
が
　
歳
か

62

ら
と
な
る
平
成
　
年
度
に
向

28

け
必
要
な
検
討
を
行
う
。

再
任
用
上
席
格
付
け
要
求
実
現

核兵器のない平和で公平な世界を

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
多
様
な

働
き
方
が
選
択
で
き
ま
す

が
、
定
員
の
枠
内
と
な
る
フ

ル
タ
イ
ム
を
希
望
し
た
場

合
、
短
時
間
再
任
用
に
変
更

さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
想
定
さ

れ
、
全
国
税
は
今
後
と
も
希

望
が
か
な
う
制
度
実
現
を
求

め
て
い
き
ま
す
。

　
全
国
税
は
「
雇
用
と
年
金

の
接
続
」
に
よ
り
、
無
年
金

期
間
が
生
ず
る
職
員
の
処
遇

を
改
善
す
る
た
め
、
現
行
の

３
級
格
付
を
４
級
以
上
に
引

き
上
げ
る
よ
う
要
求
し
て
き

ま
し
た
。

6月4日

国民平和大行進 2014

「第53回山の集い」へのお誘い
　第53回山のつどいは、孤高の美しさと気品が心を打つ「越後富士」妙高山
（2454ｍ）、ゆったりした山腹で百花繚乱の湿原を抱く「花の火打」火打山
（2462ｍ）です。野趣あふれる野天風呂のある燕温泉を起点に越後の山々の静
けさと素朴な人間性、湿原に咲く花々を堪能したいと思います。
　ぜひ、今年の夏休みの予定に取り入れてご参加ください。

○日　程　８月６日（水）～８月９日（土）
８月６日 (水)　前泊（燕温泉　ホテル岩戸屋）　
８月７日（木）８時ホテル岩戸屋―天狗平―妙高山―黒沢池ヒュッテ―高谷池
ヒュッテ
８月８日（金）６時高谷池ヒュッテ―火打山（往復）
―黒沢池ヒュッテ－黄金清水―燕温泉ホテル岩戸屋
８月９日（土）　解散
○参加費　28,000円
（往復の交通費は含みま
せん）
申込み・お問い合わせは
全国税本部まで。
申込み期限は７月10日。

　　　　　妙高山全景

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加
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地
域
間
格
差
導
入
反
対
、手
当
引
き
上
げ
を
要
求

　
６
月
４
日
、
全
国
税
は
、
人
事
院
と
交
渉
を
行

い
、
人
事
院
側
か
ら
は
職
員
福
祉
局
・
給
与
局
鈴
木

参
事
官
が
応
じ
ま
し
た
。

5
月
6
日
、国
民
平
和
大
行
進
が
ス
タ
ー
ト

お
知
ら
せ
　
7
月
の
発
行
は
　
日
号
の
み
と
な
り
ま
す
。
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要求書を手渡す阿部委員長

　
東
京
・
夢
の
島
公
園
か
ら

原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行

進
が
「
核
兵
器
廃
絶
」「
原
発

な
く
せ
」
と
市
民
に
訴
え
な

が
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
8
月
に
原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
が
開
催
さ
れ
る
広
島
市

に
向
け
全
国
か
ら
平
和
行
進

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
１
日
、

国
民
平
和
大
行

進
が
北
海
道
か

ら
青
森
に
到
着

し
ま
し
た
。

　
私
は
６
月
４

日
の
青
森
市
浪

岡
～
弘
前
市
へ

の
行
進
と
５
日

の
弘
前
市
役
所

前
か
ら
秋
田
県

境
の
矢
立
峠
ま

久
さ
ん
が
、
手
を
振
っ
て
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。
な
ん
と

相
手
は
私
の
高
校
時
代
の
教

師
で
す
。
山
内
さ
ん
は
東
京

都
板
橋
原
水
協
か
ら
の
参
加

で
す
が
同
じ
高
校
の
三
年
先

輩
で
す
。
山
内
さ
ん
は
、
道

内
の
自
治
体
訪
問
を
し
た
感

で
の
二
日
間
を
行

進
し
ま
し
た
。
４

日
の
弘
前
市
の
解

散
地
点
で
出
迎
え

て
く
れ
た
人
が
い

ま
し
た
。
そ
の
人

に
、
北
海
道
～
東

京
コ
ー
ス
の
通
し

行
進
者
の
山
内
金

想
と
し
て
、「
市
町
村
長
は

保
守
派
が
多
い
が
、
そ
れ
ら

の
首
長
か
ら
今
の
安
倍
政
権

に
つ
い
て
不
安
と
危
惧
の
声

が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
意
見
が

一
致
す
る
こ
と
が
多
か
っ

た
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
弘
前
分
会
・
佐
藤
　
文
猛

夢の島公園を出発した東京地連の組合員

 平
和
大
行
進
、

北
海
道
か
ら
青
森
へ


	1
	2

